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第２５号議案  

 

      綾瀬市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 

  次の者を綾瀬市固定資産評価審査委員会の委員に選任したいので、議会の同意を求

めます。 

１  住    所  綾瀬市小園        

２  氏    名  山 田 正 志 

３  生年月日  昭和２４年       

令和２年５月１１日提出 

  

綾瀬市長  古 塩 政 由 

 

  （提案理由） 

  令和２年５月２１日をもって任期が満了することに伴い再任いたしたく、地方税法

第４２３条第３項の規定により提案するものであります。 
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第２６号議案   

 

専決処分の承認について 

 

地方自治法第１７９条第１項の規定により綾瀬市介護保険条例の一部を改正する条

例について、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認

を求めます。 

令和２年５月１１日提出 

 

綾瀬市長 古 塩 政 由 

 

（提案理由） 

介護保険法施行令の改正に伴い、綾瀬市介護保険条例の一部改正について、緊急を

要し専決処分したので、報告し、承認を求めるものであります。 
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専  決  処  分  書 

 

綾瀬市介護保険条例の一部を改正する条例について、次のとおり専決処分する。 

 

   綾瀬市介護保険条例の一部を改正する条例 

 

 綾瀬市介護保険条例（平成１２年綾瀬市条例第１４号）の一部を次のように改正す

る。 

第４条第１項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改め、同条第２項中「平成３

１年度及び平成３２年度の各年度」を「令和２年度」に、「１８，９００円」を「１

４，６００円」に改め、同条第３項中「平成３１年度及び平成３２年度の各年度」を

「令和２年度」に、「１８，９００円」を「１４，６００円」に、「２７，７００円

」を「２０，４００円」に改め、同条第４項中「平成３１年度及び平成３２年度の各

年度」を「令和２年度」に、「１８，９００円」を「１４，６００円」に、「３７，

６００円」を「３６，１００円」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の第４条の規定は、令和２年度分の保険料から適用し、令

和元年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 

令和２年３月３０日 

 

綾瀬市長 古 塩 政 由  

 

理  由 

介護保険法施行令の改正に伴い、綾瀬市介護保険条例の一部改正について、緊急を

要するので、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分する。 
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第２７号議案   

 

専決処分の承認について 

 

地方自治法第１７９条第１項の規定により綾瀬市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例について、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、

承認を求めます。 

令和２年５月１１日提出 

 

綾瀬市長 古 塩 政 由 

 

（提案理由） 

地方税法施行令の改正に伴い、綾瀬市国民健康保険税条例の一部改正について、緊

急を要し専決処分したので、報告し、承認を求めるものであります。 
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専  決  処  分  書 

 

綾瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、次のとおり専決処分す

る。 

 

綾瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

綾瀬市国民健康保険税条例（昭和３２年綾瀬町条例第４号）の一部を次のように改

正する。 

第１２条第２号中「２８万円」を「２８万５，０００円」に改め、同条第３号中「

５１万円」を「５２万円」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の第１２条の規定は、令和２年度以後の年度分の国民健康保険税について

適用し、令和元年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。 

令和２年３月３１日 

 

綾瀬市長 古 塩 政 由 

 

理  由 

地方税法施行令の改正に伴い、綾瀬市国民健康保険税条例の一部改正について、緊

急を要するので、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分する。 
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                 第２８号議案 

 

綾瀬市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 

綾瀬市国民健康保険条例（昭和３４年綾瀬町条例第４号）の一部を次のように改正

する。 

第５条第２項中「第７条第２項」の次に「及び附則第５項」を加える。 

第８条第１項中「第７２条の４」を「第７２条の５」に改める。 

附則第２項の見出しを削り、同項の前に見出しとして「（新型コロナウイルス感染 

症に感染した被保険者等に係る傷病手当金）」を付し、同項を次のように改める。 

２ 給与等（所得税法（昭和４０年法律第３３号）第２８条第１項に規定する給与等

をいい、健康保険法第３条第６項に規定する賞与を除く。以下この項及び第４項に

おいて同じ。）の支払を受けている被保険者が療養のため労務に服することができ

ないとき（新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号）附則

第１条の２第１項の新型コロナウイルス感染症に感染したとき又は発熱等の症状が

あり当該感染症の感染が疑われるときに限る。）は、当該被保険者の属する世帯の

世帯主に対し、当分の間、傷病手当金として１日につきその支給を始める日の属す

る月の前月を含む直近の継続した３月間の給与等の収入の額の合計額を就労日数で

除した額（５円未満の端数があるときは、これを切り捨て、５円以上１０円未満の

端数があるときは、これを１０円に切り上げた額）の３分の２に相当する額（５０

銭未満の端数があるときは、これを切り捨て、５０銭以上１円未満の端数があると

きは、これを１円に切り上げた額）を支給する。ただし、健康保険法第４０条第１

項の標準報酬月額等級の最高等級の標準報酬月額の３０分の１に相当する額（５円

未満の端数があるときは、これを切り捨て、５円以上１０円未満の端数があるとき

は、これを１０円に切り上げた額）の３分の２に相当する額（５０銭未満の端数が

あるときは、これを切り捨て、５０銭以上１円未満の端数があるときは、これを１

円に切り上げた額）を超えるときは、その額とする。 

 附則に次の３項を加える。 

３ 前項の傷病手当金の支給期間は、被保険者が労務に服することができなくなつた

日から起算して３日を経過した日から１年６月を限度として、その労務に服するこ
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とができない期間のうち、労務に服することを予定していた日までの期間とする。 

４ 前項の支給期間のうち、給与等の全部又は一部の支払を受けることができる期間

は、傷病手当金を支給しない。ただし、支払を受けることができる給与等の金額が

第２項の規定により支給されるべき額より少ないときは、その差額を支給する。 

５ 第２項及び前項ただし書の規定にかかわらず、傷病手当金の支給は、同一の事由

につき、健康保険法、船員保険法、国家公務員共済組合法、地方公務員等共済組合

法又は高齢者の医療の確保に関する法律の規定により、これに相当する給付を受け

ることができる場合は、行わない。 

   附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、改正後の第５条第２項及び附則第２項から第

５項までの規定は、令和２年１月１日から適用する。 

 （適用範囲） 

２ 改正後の附則第２項から第５項までの規定は、傷病手当金の支給を始める日がこ

の条例の適用の日から規則で定める日までの間に属する場合について適用する。 

  令和２年５月１１日提出 

 

綾瀬市長 古 塩 政 由  

 

（提案理由） 

新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金の支給に関する

特例を定めるため、所要の改正をいたしたく提案するものであります。 


